
Seeds and Needs, then Expanded Techniques

新潟工科大学 地域産学交流センター広報誌 

2No.
2007.03

▲RoboCupレスキュー実機リーグ参加者（2006年ドイツ世界大会） 

▲競技に向けてロボットを調整中の学生諸君 

ゆき太郎 ゆき太郎のメカ 雪を自動的にブロックに 

▲これまで開発したロボット 
手前から BLUE-II（2004）, BLUE-III（2005）, BLUE-IV（2006） 

▲BLUE-IV 農地での試験走行 

▲▼競技中のBLUE-IV (2006年ドイツ世界大会)

競技途中にすべての参加チームが
ロボットをフィールド内に持ち込
みスナップ写真を撮ることが恒例
となっている． 


